
やまがた健康・介護フェスタ
　11月11日、保健福祉ふれあいセンターで「やまがた健康・介護フェスタ」が行われ、約1500
人が来場しました。
　このフェスタは、「自分の健康・これからの介護一緒に考えてみませんか」をテーマに、医療
関係や介護事業所、NPO法人など職種の垣根を越えた団体の協力を得て開催しました。
　当日は、山県高等学校吹奏楽部の皆さんのオープニング演奏から始まり、センター内では保
育園児のぬり絵の展示や健康チェック、認知症簡易チェック、小中学生作品展示などが行われ、
センター周辺では包括カフェやゲーム、認知症サポーター養成講座の出店など、盛りだくさん
の催しがありました。

問健康介護課　℡22-6838
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未回答 12人受けない 19人

これからは受けようと思う 102人
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健（検）診を受けようと思いますか。

介護保険の仕組みや制度が分かりましたか。
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絶え間なく来場者が訪れた
健康チェックコーナー
　骨健康測定、隠れ脳梗塞チェッ
ク、肌年齢測定、呼気中CO検査
など、多くの人が自分の体のこと
に興味をもち、イベント開始から
行列になりました。

8020達成者表彰式
　フェスタ内で8020達成者に対す
る表彰式を行いました。今年度は、
52人受賞しました。
　市長から一人ずつ表彰状を渡し、
記念品を贈呈しました。受賞者は「硬
い物でも何でも食べられることはう
れしい」「定期的に歯科健診を受け
て、毎日丁寧な歯磨きを大切にして
いる」など歯の健康維持の秘

ひ
訣
けつ
につ

いて話していました。

あったかい言葉かけ運動作品
掲示
　市内小中学校から選出された
88作品の中から、市職員や健康
づくり市民団体などの投票で選出
した31作品を掲示しました。来
場者555人に投票してもらい、感
動する言葉ばかりでひとつに絞れ
ないほど、来場者のこころがあっ
たかくなりました。

来場された皆さんからのアンケート結果
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　27ページで紹介したとおり、フェスタ当日は、健康
チェックコーナー、あったかい言葉かけ運動作品掲示、
木のおもちゃづくりコーナーなどが大変人気でした。
　これは、皆さんの健康意識の高さを伺わせるものです。
市では一年をとおして子どもから高齢者までの健診や健
康教室（乳幼児教室）、子育てから介護までさまざまな相
談を受け付けています。
　このフェスタを機会に市が実施している各種健康事業
に参加し、健康で生き生きとした生活を送りませんか。

これからの長〜い人生
元気でいなきゃ損！

　市の死亡原因の1位はがんです。
　毎年、100人弱の人ががんで亡くなっています。
　がんになる確率は2人に1人と言われる昨今、検診を受けて
症状のないうちに見つけましょう。
　市では5月から12月（乳がん検診は1月）まで各種がん検診、
5月から10月まで健康診査を行っています。
　平成31年1月に平成31年度の健（検）診希望調査票を送付し
ます。申込み期限は、平成31年1月31日（木）までです。1年に
1回は健診を受けましょう。

◦�がん検診（胃がん・大腸がん・肺がん・乳がん・子宮頸
けい
がん）

◦�健康診査（基本健診（20〜39歳）、特定健診（40〜74歳の国
保加入者）、後期高齢者健診（75歳以上）
◦肝炎検診（B型・C型肝炎）

健康診査・がん検診
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　「フレイル」という言葉を聞いたことはありますか。
　フレイルとは虚弱を意味します。健康状態と要介護状態の間の
ことです。
　要介護状態になってからでは、健康状態に戻すことは難しいた
め、フレイルのうちに機能の低下を防ぎましょう。

　フレイルを防ぐには、「栄養・口
こう
腔
くう
機能」「運動」「社会参加」が大

切です。
　市では、フレイルを予防する講座を開催しています。
　まずは、仲間を集めて申し込んでください。講師を派遣します。

　子育て支援事業の一環と
して、婚姻届、出生届を提
出した人をお祝いするため
に、記念写真撮影用のバッ
クパネルを作成、設置しま
した。
　自然豊かな市をイメージ
したパネルです。
　記念日に写真を撮って、
思い出を残しませんか。

　木育は、木とふれあうことで人と木や
森との関わりを考えられる、豊かな心を
育む事を目指しています。
　市では、乳児健診の際に木のおもちゃ
の部屋を開放し、木育に関するお話をし
ています。

木育教室＆子育て支援紹介

フレイル予防講座
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